
「大成ホーム・シンバネットワーク協力事業 平成30年
度 市民の夢応援プロジェクト第18回浦添市まちづくり
プラン賞」の受賞団体報告会がハーモニーセンターで行
われ、14団体が参加しました。
団体からは、「蝶ハウスの設置、食草や蜜源の苗木の植

樹」や「大分県佐伯市市民ミュージカルへの出演、交流
事業」、「浦添八景の看板設置」など、1年間の活動内容や
成果の報告がありました。地域の活性化につなげるさま
ざまな取り組みを紹介し、まちづくりへの意欲や活動の
成果を通して見えてきた今後の課題点などを話し、より
よい浦添市への実現に向け、熱い想いが伝わる報告会と
なりました。

6/22（土） よりよいまちづくりの実現へ

７/15（月） みんなの海をみんなできれいに

７/９（火） 出張読み聞かせでしまくとぅばにふれる７/10（水） 犯罪のない明るい社会のために

カーミージーで「海の日ビーチクリーン2019（一般社
団法人うらそえ里浜・未来ネットワーク主催）」が行われ、
港川自治会や企業・行政・大学等から大人・子ども含め
約110人が参加しました。この活動は、市民・企業・行政
等の協働による西海岸・里浜の保全・活用に向けた取り
組みとして、これまで定期的に開催しています。
回収されたごみは燃えるごみ430kg、燃えないごみ

70kg、資源ごみ300kgで、その中には草むらに隠された
バーベキュー後のごみや空き缶などがありました。参加
者は「きれいな海を守るためにごみはきちんと持ち帰る
ようにしてほしい。これからも清掃活動を続けていくこ
とが大切だ」と話しました。

6/22（土） ・23（日）
「島守のうた」迫真の演技に涙誘う

「出張！おはなしのたから箱」の1回目が浦添市内のも
こもこ保育園で開催されました。
これは小さな子どもたちにしまくとぅばや地域の話に

触れてもらうきっかけとして始まった企画で、図書館ス
タッフやボランティアスタッフが、浦添市内の保育園、幼
稚園、児童センターなどに出張して、読み聞かせ会を行う
ものです。今回は、お話以外に手遊びや指人形で子ども
たちと一緒に楽しみ、最後は沖縄の喜びの踊り「カチャー
シー」を皆で踊りました。子どもたちは大きな声で笑った
り、動きを真似して踊ったりして楽しいひと時を過ごして
いました。

浦添市中学生海外短期留学生派遣事業結団式が中
央公民館で行われました。市内の中学校から選ばれた５
人の生徒が約３週間の短期留学（アメリカで語学研修と
ホームステイ）に出発します。
嵩元教育長は「アメリカで出会う多くの人達に沖縄や

浦添の良さを伝えながら共通点や相違点を見つけ、学ん
だことを周りの人達に伝えてください」と激励しました。
神森中学校の永

な が は ま

濱優
ゆ う の し ん

之心さんは「お互いの文化を認め
合う力を育てていきたい。また、この留学を通して学んだ
ことを日頃の学校生活に活かしていきたいです。必ず成
長して戻ってきます」と期待を胸に話しました。

浦添市青少年健全育成市民会議主催により、第33回
「浦添市少年の主張大会」がハーモニーセンターで行わ
れました。市内各中学校代表10人が、日常生活をとおし
て考えていることを会場の人たちの前で堂々と発表しま
した。最優秀賞は丹

た ん の

野 惺
し ょ う た

太さん（神森中3年）、優秀賞は
大城 佑

ゆ う た ろ う

太朗さん（港川中3年）、太田 渚
な つ き

月さん（神森中
3年）が選ばれました。最優秀賞を受賞した丹野さんは、
「他人の心は目にみえないものです。それをよく考えるこ
とは、互いを思いやる心へ繋がります」と熱く語りました。
受賞した3人は、9月3日（火）に開催される第34回「那

覇地区少年の主張大会」へ派遣されます。

犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生への理
解や、犯罪のない地域社会を築こうとする全国的な運動
の一環として、第69回「社会を明るくする大会」（中部南
保護区推進委員会主催）がてだこホール小ホールで開催
されました。
大会では浦添市内の小中学生が考えた社会を明るく

する作文の中から優秀作品に選ばれた38人が表彰さ
れ、同作品から３人が意見発表を行い、港川中3年の稲
福そらさんは社会を変えるために自分や地域ができるこ
となどの大切さを訴えました。また、盲目セラピストの松
山真由美さんは講演のなかで、明るく生きていくことの
大切さを伝えました。

浦添平和発信事業～うらそえ平和演劇会～「島守の
うた～あした天気にしておくれ～」が慰霊の日を含む2日
間、てだこホールで公演されました。この劇は、沖縄戦で
多くの県民の命を救い、「島守」と呼ばれている当時の沖
縄県知事島田叡

あきら

と県警察部長荒井退造の物語。
演者として、浦添市のピースメッセンジャーも加わり、

若い世代が当時の戦時中の様子を舞台で演じ、迫真の
演技に涙を拭う観客も多くみられました。演者からは「演
じることで戦争への理解が深まった」、観客からは「劇
中に流れた映像がリアルさを増し、涙せずにはいられな
かった」と声が聞こえ、それぞれに平和の大切さを実感
する公演となりました。

７/３（水） 飛び出せ若者！飛び出せ日本！！７/4（木） 日頃の思いを「少年の主張大会」
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